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　お便りをいただく場合は、適当な便箋等を封筒など（使い古しのもので構いません）に入れ、封をして、町役
場窓口か、お知り合いの町職員にお渡し願います。町長のみ開封とし、お返事をさせていただきます。不明な点
は、総務課総務厚生係まで。ＴＥＬ８２・２１３１です。

町長日誌の第 170 号です。町長が日頃町民の皆さんと話し合ったことや色々な出来事を

 町長自ら書いたものです。町民皆さんのご意見・ご要望・ご感想をお待ちしています。

№170町長日誌

12月12日㈪　ＡＭ９：00

昨日は、久しぶりに温かくなり雪がベチャベチャ状態

になったのですが、今朝はまた冷え込み町長室から見る

街の風景はすっかり真冬の景色です。恒例の沙留漁協歳

末大売り出しが 9、10日に行われ、大盛況であったよう

です。新しく法人化した観光協会もこの売出しに便乗し

た特産品販売を行い、とても好評だったようです。さて、

昔話になりますが、子供の頃は 25日までがクリスマス

商戦、26日から歳末商戦が本格化して商店街には「大

売出し」と書いた赤い旗が立ち並んでいたものでしたが、

今では大きなスーパーなどでは 12月に入るや否や、お

供え用の鏡餅やしめ縄などと、お歳暮商品やクリスマス

定番のお菓子が入った靴などが一緒に売られているのが

不思議に思えるのは私だけでしょうか？　クリスマスケ

ーキを今年は買ってくれるのかな？　お正月が近づくと

木箱に入っていて、縄で縛っていた木箱のみかんのふた

が開く日を心待ちにしていた子供の頃を思い出します。

私事ですが、我が家では何故かしら 12月 29日に餅つ

きを行いました。母や祖母は夜中の2時ぐらいに起きて

もち米を蒸す段取りを始めます。また、餅をつく時のは

ねが飛ばぬよう土間の周りの壁に紙を貼り、のし板や澱

粉、何日も前から作っていたあんこ玉などなどの用意に

割烹着を来て忙しく働いていました。朝4時ごろから父

が餅つきを始めます。臼や杵も前の日から水につけてお

かなければなりません。いったい、幾臼ついたのか数え

きれないほどの餅を父一人でついていました。終わるの

が昼ごろで、お腹いっぱいつきたての餅が食べられるの

が子供心にとても嬉しかった記憶があります。今の様に

真空パックの切り餅など売っていない 50数年前の話で

す。父としては7人の兄弟に配る大量の餅をつくのです

から大変なことでしたが、子供としてはワクワクと楽し

い 29日でした。クリスマス、お正月と子供さんにプレ

ゼントなどを渡すことが多い時節ですが、真夜中から米

を蒸かし、餅つきの返しをしてはつき上がった餅を伸ば

したり丸めたりと、神業の様に一人で何役もこなす母の

姿、何時間にも亘り一人で餅をこね、つき上げる父親の

逞しさ、そして家族皆でお正月を迎える準備をしている

と言う、何とも表現しようのな

い空気を私に味あわせてくれた

ことが、最高のプレゼントであ

ったと今、思っています。

 12月11日㈪

午後 6時から、第一回子ども子育て会議を「きらり」

で開催しました。はまなす幼稚園小山園長をはじめ小学

校校長、保育所父母の会代表など若いお母さん方 5名も

委員として参加して頂き、今後の子育て環境の整備や、

町が進めています幼保一体化事業である興部保育所のは

まなす学園による民営化と認定こども園の建設整備につ

いて、これから 31年 3月までの期間で議論をして頂き

ます。会議では、お母さん方から特に小児医療の体制を

強化してほしい、出来れば国保病院に小児科医師の配置

をと言う意見が多く出されました。また、里帰り出産の

ため道外で出産する方もいらっしゃいますが、道内では

医師会が働きかけて頂き定められた回数の妊婦健診と分

娩費用の窓口での支払いは必要ありません。この費用は

医療機関が町に請求するようになっているのですが、道

外の場合はこの制度が適用されないため、本人の一次立

替払いが必要で大変です。と発言されたお母さんがいま

した。私もこの事は知らなかったものですから担当課に

調査するよう指示をしました。また、小児科医の問題は

現実的に国保病院で 24時間診ることは不可能です。し

かし、昔はあまりなかった重たいアレルギー症など命に

関わる病を持つ子供も決して少なくありません。病院も

夜間は派遣医師がいる場合もあり常勤医師と違い、総て

を把握できない場合も無いとは言えないのです。現在も

一部取り組みを始めているのですが、そういうお子さん

の持病内容などについて、保健師や救急隊員そして病院

スタッフが共有できるよう連携を強化し、広域病院小児

科に直ぐに搬送できるよう取り組みたいと思いました。

さてこの日誌が届く頃には平成 30年のお正月になっていると思います。今年も大変お世話になりました。総じ

て平穏な年であったと思いますが、平成 30年戌年も素晴らしい年であります様心から願っています。また例年同

様、賀状での御挨拶は本誌「年賀の挨拶」にて代えさせて頂きますので、ご理解ください。どうか皆様、良い年を

お迎えください。では、また来年。


